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呪いには虫の糞がよく効く 
日常と呪術の境界から 
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【発表要旨】  

 「呪術とは何か？」という謎に取り組む上で、それが日常的実践の一形態

であるとする方向付けは、呪術の他者性を過度に強調して描こうとしたり、

近代やグローバル化という大きな物語に回収しようとする欲望を回避するた

めには効果的だろう。その上で、もう一度問いかけてみたい。呪術は日常的

実践なのだろうか、と。 

 

たしかに、Favret=Saada［1980］が「そんなはずはない、だがしかし…」と

いう言明に寄せたように、私たちの日常のあちこちには呪術が現れる契機が

偏在している。誰かが何かを恐れたり何かを願ったりするときに、神や精霊

や超自然など、合理的な思考の枠組みには収まりきらないものへの想像力が

発動することはとくに珍しいことではない。日常とは、むしろそのような呪

術的想像力に彩られながら、合理と非合理、世俗と超越を含みこんで成立し

ている。その点では、日常から呪術を切り離し、隔たったものとして扱う必

然性はどこにもない。発表者自身も同様の観点から、特に呪術の経験や感覚

という「実体性」に注目し、そのアイロニカルな心意作用が日常と非日常の

差異を無化してしまうプロセスに注目してきた［東 2011］。 

 

だがしかし、当然ながらすべての日常的実践が呪術的であるわけではない。

私たちの日常は、多くの場合日々の淡々とした、自明な行為の繰り返しに

よって構成されている。そのような日常の自明性のなかに、突然呪術的な想

像力が動き出すのである。その想像力は、強ければ強いほど普段は自明視し

ていた世界のあり方を異化し、異なった世界の中でのみ妥当だと思われる呪

術的実践へと展開していくかもしれない。日常における呪術的な想像力の発

動、また日常的実践から呪術的実践への移行というプロセスにおいて、いか

にして日常と呪術は結びついているのか。「日常的実践としての呪術論」が

回避しがちなこの問いについて、本発表では取り組んでみたい。 

 

そのために、これまで発表者の呪術論において扱いきることのできなかった

特殊事例を取り上げたい。フィリピン地方都市のある1名の女性呪医は、他

の呪医の病治しと比較して明らかに奇異にみられる呪術的治療を行ってい

る。発表では、患者にとっては受け入れがたい呪術的な世界観や民間医療の

体系が、「物語り」によってコンテクスト化され、行為によって「真理化」

されていくプロセスを、いくつかの治療の現場から微視的に描写してみた

い。その上で、日常と呪術を架橋する決定的要因としての「希望」につ 

いて、考察を試みる。 

 
東賢太朗 2011 『リアリティと他者性の人類学―現代フィリピン地方都市における呪術の

フィールドから』三元社 

Favret-Saada, J. 1980 Deadly Words: Witchcraft in the Bocage. Catherine Cullen trans. Cam-

bridge: Cambridge University Press. 

【備考】 

＊事前の参加予約は必要ありません。 

＊当日は、資料代として200円をいただきます。 

＊どなたでもご自由に参加いただけます。 

【日時と場所】 

日時：2012年3月29日（木） 18:00開場 18:30開始 

場所：京都大学 総合研究2号館 4階会議室（AA447） 
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